
 

 

氏 名 佐藤 亜莉華 

学 位 の 種 類 博士（文学） 

学 位 記 の番 号 甲第245号 

学位授与年月日 2023（令和5）年3月20日 

学位授与の要件 日本女子大学学位規程第５条第１項該当 

学 位 論 文題 目 醍醐寺の法流と史料 

論 文 審 査委 員 主査 藤井雅子 （史学専攻 教授） 

副査 石井倫子 （日本文学専攻 教授） 

   古川元也 （史学専攻 教授） 

   永村 眞 （本学名誉教授） 

   西 弥生 （種智院大学 准教授） 

 













1 
 

氏名    ：佐藤 亜莉華 

学位論文題目：醍醐寺の法流と史料 

 

 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨  

 

上掲委員による審査委員会は、佐藤亜莉華氏（以下、著者）より提出された博士学位申請

論文「醍醐寺の法流と史料」（以下、本論文）について審査し、以下のような結論を得たの

で、報告する。 

 

論文の概要 

 

本論文は、平安時代に創建された京都醍醐寺が近世末期に至るまで、如何に真言密教を

途切れることなく伝持してきたのかを解明したものである。いうまでもなく日本史上にお

いて寺院や僧侶が存続するためには、世俗社会との関わりが不可欠であったため、醍醐寺

もその草創より天皇や貴族、武家と密接に関わり存続してきた。そのため先行研究では世

俗権力との関わりに注目が集まり、寺院史料を活用した寺院や僧侶の本分ともいえるべき

修学活動やその内部構造についての研究は遅れているといわざるをえない。 

そこで本論文では、醍醐寺が真言密教寺院として存続する上で、最も不可欠な要素であ

る「法流」をキーワードとし、師資関係における「法流」相承やその担い手、「法流」の

独自性を主張するための修法、「法流」相承者の所属する組織や役割、「法流」が生み出し

伝えた個性的な史料や、「法流」の存在意義を象徴するための寺院史料の生成に注目し、

醍醐寺の内部構造や仏法相承の実態を明らかにしようとした。 

なお著者は長年醍醐寺の史料調査やデータベース構築にも参加してきた。よって本論文

は、約十万点に及ぶ『醍醐寺文書聖教』を博捜したほか、数多くの寺院史料を積極的に活

用した研究成果といえる。 

本論文の構成は以下の通りである。 

 

序 

第Ⅰ部 中世における醍醐三流 

第一章 三宝院満済と報恩院隆源 

 第一節 満済による三宝院流憲深方の相承 

 第二節 満済による聖教の収集 

 第三節 大智院管領をめぐる満済と隆源 

第二章 南北朝期から室町時代前期における理性院流と太元帥法別当職の相承 

 第一節 理性院流嫡流と三宝院賢俊・理性院宗助の介入 

 第二節 證菩提院光覚について 

 第三節 理性院院主・聖教・太元帥法別当職等をめぐる相論 

第三章 金剛王院流の醍醐寺座主輩出と世俗権力 

 第一節 金剛王院流初の座主賢海 
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 第二節 金剛王院実賢・勝尊による座主職の相承 

 第三節 金剛王院流による醍醐寺座主の再輩出 

第Ⅱ部 三宝院門跡の変容と実態 

第一章 中世・近世醍醐寺の学侶組織にみる「出世」の活躍 

 第一節 山上・山下の統制と「出世」 

 第二節 中世醍醐寺にみる山上・山下 

 第三節 近世醍醐寺における「出世」の役割 

第二章 醍醐寺僧と根来寺僧の交流とその変容 

 第一節 鎌倉期から室町前期における醍醐寺僧と根来寺僧の交流 

 第二節 義堯期における醍醐寺と根来寺 

 第三節 近世初頭における醍醐寺僧と根来寺僧の関係 

第三章 近世三宝院門跡と「法流預」 

 第一節 江戸時代の歴代三宝院門跡 

 第二節 三宝院門跡の格式と「法流預」 

 第三節 「法流預」による三宝院流相承 

第Ⅲ部 寺院史料からみる法流相承 

第一章 醍醐寺における法流相承と文書・聖教の生成 

 第一節 醍醐寺の法流と報恩院隆源 

 第二節 隆源による史料群の生成と目的 

 第三節 後世における隆源自筆聖教の活用 

第二章 三宝院義演撰『醍醐寺新要録』の成立にみる寺院史料群の活用 

    第一節 『醍醐寺新要録』の成立 

    第二節 『醍醐寺新要録』に引用された既存の編纂記録 

    第三節 『醍醐寺新要録』編纂に活用された先師記 

結 

 

本論文は三部から構成され、これに序と結が加わる。そこで各部の内容とともに論評を

交えながら述べる。 

「序」では、醍醐寺の研究史ならびに寺院史研究の整理と、その中での本論文の位置づ

けについて述べており、寺院史研究は政治・社会史的な視座に立つ研究と、仏教史的・寺

院史的な視座に立つ研究という「二つの潮流」に分類できるという先論を引き、本論文で

は「祈祷」を含む秘法の相承によって成立する「法流」を共通項とすることで、両視座に

ある研究史の結節点や交流のきっかけを作ることを課題として掲げた。 

「第Ⅰ部 中世における醍醐三流」においては、醍醐寺のみならず真言密教における重

要な法流である小野流から分岐した「醍醐三流」を取り上げ、中世においてこれらの法流

が様々な混乱や問題を克服しながら如何に存続することができたのか、如何に各「法流」

が自流の優越を維持することに努めたのかについて明らかにした。まず注目されるのは、

室町前期における三宝院門跡満済が、三宝院流憲深方やその他の三宝院庶流の網羅的な相

承を意図したことについて寺院史料を基に再検討した点である。また南北朝の動乱に伴い

理性院流の正嫡が離寺し、室町時代前期に至るまでの間、理性院流の法流相承が混乱した
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ことを取り上げたが、この中で聖教や同流が相伝してきた太元帥法別当職をめぐる対立に

注目することで、「法流」存続における聖教や職掌の果たす意義を浮き彫りにした。さら

に鎌倉時代において醍醐寺座主をめぐり三宝院流と金剛王院流の寺僧が対立する中で、金

剛王院流が断続的に座主職を獲得することができた要因について、「法流」相承という寺

院社会の伝統的な規範とともに、世俗権力による外護を利用したことにあると指摘した。

この先例が室町前期の三宝院門跡の確立に大きな影響を与えたと述べており、本論文の課

題として掲げた、政治・社会史と仏教史との結節点が図られる論考として注目されよう。 

「第Ⅱ部 三宝院門跡の変容と実態」は、中世から近世末期における三宝院門跡を頂点

とする寺内の内実と、寺外における三宝院門跡の立場と役割に焦点を当てたものであり、

三宝院門跡の立場の時代的変遷とともに、醍醐寺の統括や運営を支えた寺院組織の実態を

明らかにした。まず三宝院門跡の存在が形骸化する中で、「出世」という学侶が寺内運営

において果たした役割を具体的に明らかにした点は、醍醐寺の組織を考える上で重要な成

果といえる。また紀州根来寺僧と醍醐寺僧との関係については、南北朝期以降、三宝院門

跡が根来寺の大伝法院座主を兼帯したことにより寺内組織をめぐる主従関係が確認される

ものの、室町後期から江戸前期における三宝院門跡は主従関係とともに、付法による師資

関係へと転換したことを明らかとした。結論としては、こうした私的な「法流」上の師資

関係にあったからこそ、双方を尊重した関係が継続したと言及した。さらに近世の歴代三

宝院門跡在任期間とその出自を確認した上で、幼年門跡や早期退出により三宝院門跡が相

承すべき三宝院流が断絶することを回避するために、「法流」を中継ぎした「法流預」の

実態を明らかにした。「法流預」に相当する僧侶は中世以降確認できるものの、近世にお

いては門跡の貴種化に伴い、「法流預」にも一定の家格が求められたことを論証してお

り、門跡と「法流」との相関関係を考える上での重要な論点の提示といえよう。 

「第Ⅲ部 寺院史料からみる法流相承」は、醍醐寺における「法流」相承の中で生成さ

れ相伝された寺院史料や、その活用について論述したものである。まず室町前期の報恩院

隆源の自筆史料を分析し、その生成の要因を検証した。その結果、隆源は第一に三宝院流

と醍醐寺の興隆のため、第二に実家の四条家との結びつきも意図し、様々な種類の史料を

作成したことを明らかにした。さらに、隆源入滅後も、それらの史料は三宝院流や隆源の

所属した報恩院の「法流」の存在意義や優越を証明するものとして、大いに活用されたこ

とを論証し、寺院史料が時代を超えて保存される意味の一つが「法流」相承のためである

ことに言及している。また江戸前期における三宝院門跡義演撰の寺誌『醍醐寺新要録』の

編纂過程や、引用される史料の性格や選定について具体的な事例をもとに明らかにした。

『醍醐寺新要録』は醍醐寺の伽藍や代表的な院家の由緒を表し、その中で三宝院門跡の正

当性や優越性を表す目的のもとに作成されたが、寺内外の史料を博捜することにより大幅

な増補が行われ完成したものである。何より『醍醐寺新要録』の編纂に関する専論は初め

てのものであり、寺誌編纂に関する研究方法においても示唆を与える研究として高く評価

される。 

「結」においては、三部における「法流」をキーワードとした考察を踏まえ、本論文に

おける意義とその成果をまとめている。第一に、本論文を通して真言密教寺院の実態を議

論する上で「法流」がその結節点して有効であることを挙げ、第二に、中世から近世にお

ける醍醐寺の変容を一貫して検討したことから、醍醐寺の転換期をさらに裏付けることが
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できた点、第三に一人の僧侶が生成した史料群の考察を積み重ねたことにより、寺院全体

の史料群の形成過程や特徴が明らかになったと述べている。 

 

審査の結果 

 

審査は 2022 年 9 月 24 日に公開審査会（オンライン開催）で実施し、まず著者が論文の

概要を説明し、質疑応答がなされた。 

 

寺院社会史や日本仏教史においては、世俗社会との関わりを解明する研究が先行し、寺

院社会の構造や寺院や僧侶が如何に仏法を伝承してきたのかの研究は大いに遅れていると

いえる。とはいえ、近年、醍醐寺研究においては、『醍醐寺文書聖教』を積極的に活用し

た後者の研究が積み重ねられてきた。しかしこれらは中世醍醐寺の重要な転換期や人物の

業績に焦点を当てたものが多く、近世の醍醐寺の寺院組織や仏法伝承の状況についてはほ

とんど明らかにされていないばかりか、近世の歴代醍醐寺座主の事績や実態についても整

理されたものはなかった。そもそも醍醐寺は真言密教寺院であるが故に、「法流」を拠り

所として世俗からの要望に応え、祈祷を行い秘法を伝えてきた。つまり「法流」の絶え間

ない相承なくして醍醐寺の存続はあり得なかったといえる。そこで本論文では、これまで

蓄積されてきた先行研究を踏まえた上で、「法流」相承の新たな視点や論証を加えなが

ら、中世から近世末期に至るまで「法流」を分析の核として俯瞰的に「総体としての醍醐

寺」を明らかにし得た点は大いに評価される。その点において、今後の醍醐寺研究ひいて

は寺院史の分野において、今後、参照される重要な研究であると思われる。 

また本論文は、寺院史料論の分野においても新たな切り口を提示し、『醍醐寺文書聖

教』の史料群としての特徴を実証的に再考した点が評価される。まず、報恩院隆源や三宝

院門跡義演自筆や由来の史料は早くから醍醐寺研究において活用されてきたものの、それ

らが個々の寺僧や醍醐寺・「法流」の存続において如何なる役割を果たしたのか、つまり

各時代における寺院や僧侶の側に立った史料群の活用方法に注目した点は興味深い。特に

義演撰『醍醐寺新要録』の具体的な編纂過程を史料に依りながら明解に描き出した点は、

今後の寺院史料研究の前進に大きく寄与することになろう。なお本論文の一部は、すでに

『古文書研究』・『ヒストリア』などの学会誌に掲載され高い評価を得ている。 

一方で、審査委員からいくつかの質問と指摘がなされた。第一に、本論文の前提となる

寺院史研究の「二つの潮流」という先論の提起については受容しがたい部分もあり、その

提起については著者自身で再考し、独自の見解を提示するべきではないかという意見がだ

された。第二に、「法流」をキーワードとする本論文において、「法流」の語義や内実につ

いては再考するべきであるとの指摘がなされた。第三に、相承を担う僧侶を含む寺院組織

については検討が不十分な点もみられるため、他寺との比較を含めて論証の追加を求めた

い。第四に、寺院社会や世俗社会の人物関係や背景が複雑に入り組んでおり、論旨が追い

づらい箇所が見受けられるため、論述方法に工夫が必要と考えられる。その他、史料の読

解を含めて質問や指摘がなされたが、本論の基本的な構成や方向性に疑問が及ぶことはな

く、本論の学術的な価値については、審査員一同異存のないところであった。 
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上記の審査結果を総合的に勘案した結果、審査委員会は全員一致で、本論が博士論文と

しての学術的水準を十分に超えるものであり、博士（文学）の学位を授与するに値するも

のであると判断した。 

 


